
             「そおね、あのね」の時間 
１学期にも行った「そおね、あのね」の時間。 

今回は、祖生小唄についてお話を聞きました。 

祖生小唄には、「柱松」「新宮神社」「冷泉屋敷」 

など、地域の宝がたくさんの出てきます。その 

一つ一つが祖生地区内のどこにあるのかを地図 

で示していただきながら、それぞれにゆかりの 

ある話、歌詞に込められた思いなどについて聞 

きました。祖生地区には、すてきな「ひと・も 

の・こと」があることを感じる大切な時間となりました。 

11月 9日（土）の三世代ふれあいフェスタや 12月 1日のふるさと祭りでは、保護者の方や

地域の方々とご一緒に、踊ることができたら・・・と、企画しています。お時間がある方は、

ご参加いただけるとありがたいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

梅雨入り前に備えておきたいこと 
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生活を通して身につくものは･･･ 
 先月、５年生と６年生が山口県内共通テスト 

「学力定着確認問題」を受けました。毎年行わ 

れているテストで、今の子どもたちに求められ 

ている学力、身につけたい力がどのくらいつい 

ているのか、定着状況をはかるためのものです。 

 さて、６年生の算数の中に、右のような問題 

がありました。図を見ると、５年生の学習「面 

積」の内容だけでなく、４年生で学習する「垂 

直・平行と四角形」の内容も身につけておく必 

要がある問題です。 

 このような「図形」領域の学習は、低学年の 

「かたち遊び」をはじめ、色板や身の回りにあ 

る粘土や箱などを使って形を作ったり、コンパ 

スや分度器などの道具を使って図をかいたりと、 

いくつもの手作業を行いながら、楽しく学習を 

進めていきます。ただ、楽しく学習ができてい 

る一方で、問題の解きづらさを感じることがあ 

ります。これは、図形領域独特の感覚が必要な 

ためです。 

幼児期に親しんでいる積み木やブロック、粘 

土工作など、遊びを通して図形感覚を身につけ 

ていくことで理解しやすくなります。手を使っ 

て実際に図形を動かしたり組み合わせて作って 

みたりという経験をするチャンス（遊び）が、 

あるとよいですね。 

 学校では、今後も、子どもたちが目を輝かせ 

ながら「〇〇したい」「〇〇がわかった」「明日、 

〇〇するよ」と学ぶ喜びが感じられるよう様々 

な教育活動を行って参ります。引き続きご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


